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Ｔ
Ｉ
Ｔ
の
歴
史

２
０
０
５
・
８

駐
在
員
事
務
所　
開
設

6

6

山
陽
精
機
様
と
技
術
提
携
を

行
い
、
ロ
ー
ル
改
削
事
業
及

び
機
械
加
工
事
業
を
開
始

鋼
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
構
築

２
０
０
８
─

２
０
１
１
─

加藤部長と原野副本部長（当時） 2005 年 8 月　事務所
スタート時のメンバー

２
０
０
８
・
２

天
彦
産
業
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

開
設

２
０
０
８
・
１

設立当初のメンバー

TIT 10周年パーティ
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Ｔ
Ｉ
Ｔ
設
立
10
周
年　

記
念
式
典

会 社 名	 T e n h i k o  I n d u s t r i a l 
（Thailand） Co.,Ltd.

	 （天彦産業（タイランド））
取 扱 い	 特殊鋼 板・コイルの販売、
	 特殊鋼 丸棒・フラットバー

の販売、フォーミングロール
の販売、部品製作品 の販売

加工能力	 鋸切断、丸鋸切断、丸棒矯正、
旋盤加工、フライス加工、研
磨加工（テパラク工場スリッ
ト、レベラー、シャーリング、
熱処理（協力先工場）

従 業 員	 36 名（2018年５月現在）

Ｔ
Ｉ
Ｔ 

Ｍ
Ｄ

小 

林
　
計 

正

　

天
彦
産
業
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
は
、

お
か
げ
様
で
、
10
周
年
を
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
、

格
別
な
ご
支
援
頂
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
年
前
の
２
０
０
８
年
に
、
現

在
と
同
じ
バ
ン
コ
ク
・
シ
ー
ロ
ム

事
務
所
と
、
バ
ン
コ
ク
ス
ペ
シ
ャ

ル
ス
チ
ー
ル
・
テ
パ
ラ
ク
工
場
の

敷
地
内
に
１
２
４
㎡
と
い
う
小
さ

い
置
き
場
に
倉
庫
と
い
う
形
で
、

メ
ン
バ
ー
・
５
名
と
い
う
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

少
し
ず
つ
規
模
を
拡
大
し
、
現
在

は
バ
ン
コ
ク
・
シ
ー
ロ
ム
事
務
所

が
８
名
、
テ
パ
ラ
ク
工
場
が
28
名

の
総
勢
36
名
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
は
、
特
殊
鋼
の
板
・
コ
イ

ル
を
メ
イ
ン
の
商
材
と
し
、
自
動

車
・
バ
イ
ク
、
刃
物
向
け
の
素
材

販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

特
殊
鋼
の
丸
棒
も
取
り
扱
っ
て
お

り
、
テ
パ
ラ
ク
工
場
で
切
断
・
矯

正
・
機
械
加
工
を
行
い
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ロ
ー
ル
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
現
地

材
、
鋳
鋼
品
（
上
海
天
彦
よ
り
輸

入
）
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
テ
パ
ラ
ク
工
場
で
は
、
材
料

の
切
断
・
粗
加
工
の
材
料
加
工
チ
ー

ム
と
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
・
研
磨
の
機
械

加
工
の
２
つ
の
チ
ー
ム
が
従
事
し
て

お
り
ま
す
。
機
械
加
工
チ
ー
ム
は
、

２
０
１
１
年
に
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ロ
ー

ル
メ
ー
カ
ー
の
㈱
山
陽
精
機
様
と
、

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ロ
ー
ル
改

削
の
技
術
提
携
を
し
、
タ
イ
人
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
、
及
び
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
指
導
を
行
っ
て
頂
き
、

ス
タ
ー
ト
出
来
た
事
業
で
す
。
色
々

な「
思
い
」「
経
験
」「
苦
労
」「
喜
び
」

が
詰
ま
っ
た
10
年
で
し
た
。

　

２
０
１
８
年
５
月
18
日
に
、
普

段
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
「
お

客
様
」、「
ご
協
力
先
様
」（
社
長
、

専
務
、
メ
ー
カ
ー
、
仕
入
れ
先
様
）

を
お
呼
び
し
て
、
社
員
も
同
席
の

上
、
10
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
催

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
、

皆
様
か
ら
の
気
持
ち
と
我
々
の

感
謝
の
気
持
ち
が
通
っ
た
温
か
い

パ
ー
テ
ィ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、パ
ー
テ
ィ
を
通
し
て
、益
々
、

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
様
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
決
心
し
ま
し
た
。

　

10
周
年
と
い
う
一
つ
の
門
を
く

ぐ
っ
た
所
で
す
が
、
東
南
ア
ジ
ア

地
区
で
の
販
売
構
築
と
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を
行
い
な
が
ら
、
今

後
も
お
客
様
・
ご
協
力
先
様
と
一

緒
に
歩
ま
せ
て
頂
き
た
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

営
業
本
部　

本
部
長

Ｔ
Ｉ
Ｔ 

Ｇ
Ｍ

杉 
原
　
信
良

　

T
E

N
H

IK
O

 IN
D

U
ST

R
IA

L 
T

H
A

ILA
N

D
 CO

.,LT
D

（T
IT

）

は
、
２
０
１
８
年
５
月
18
日
チ
ャ

ト
リ
ウ
ム
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

４
Ｆ
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
に
て
お

客
様
、
メ
ー
カ
ー
、
仕
入
先
の
皆

様
を
お
招
き
し
、
設
立
10
周
年
記

念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｔ
設
立
か
ら
早
10
年
経
過

致
し
ま
し
た
。
タ
イ
の
地
で
多
く
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
、
皆
様
と
の
出

会
い
と
ご
縁
、
及
び
、
社
員
に
も
恵

ま
れ
現
在
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

小
林
Ｍ
Ｄ
を
軸
と
し
て
、
Ｔ
Ｉ
Ｔ
を

立
上
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
、
問
題

も
あ
り
ま
し
た
が
“
ピ
ン
チ
は
チ
ャ

ン
ス
”Ｔ
Ｉ
Ｔ
社
員
が
一
丸
と
な
り
、

問
題
に
取
組
み
、
乗
り
越
え
て
参

り
ま
し
た
。
我
々
は
、
こ
の
10
年
で

築
い
た
基
盤
を
も
と
に
、
よ
り
一
層

“
お
客
様
に
頼
り
に
さ
れ
る
機
能
”

を
強
化
し
、
タ
イ
の
地
を
軸
と
し
て

新
た
な
仕
事
を
創
造
し
て
参
り
ま

す
！

　

ま
た
、
記
念
式
典
の
折
、
Ｊ
Ｉ

Ｂ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
主
と
し
て
、

バ
ン
コ
ク
、
テ
パ
ラ
ク
事
務
所
の

社
員
が
一
致
団
結
し
記
念
式
典
の

舞
台
を
造
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と

に
深
く
感
動
し
感
謝
し
て
い
ま
す
。

テ
パ
ラ
ク
倉
庫
か
ら
、
テ
パ

ラ
ク
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
（
工
場
）

へ
改
名

２
０
１
２
・
３

ISO
9001　

認
証
を
受
け

る
（TU

V N
O
RD

）

２
０
１
６
・
１

工
場
敷
地
１
４
０
０
㎡

（
バ
ン
コ
ク
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス

チ
ー
ル
内
）

鋼
材
の
加
工
～
機
械
加
工
～

完
成
部
品
を
行
っ
て
い
る

２
０
１
８
現
在

メンバーも少しづつ増えて
きて、2014年新年会ISO9001 取得の監査を受ける
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新入社員歓迎会６月１日㈮、なんばパークス屋上　バーベキュー

経
営
企
画
部
　
部
長

�
　
脇
本
　
裕
正

彦
友
会
会
長

�

　
末
永
　
嘉
彦

　

６
月
１
日
に
入
社
し
ま
し

た
脇わ
き

本も
と

裕ひ
ろ

正ま
さ
で
す
。
生
ま
れ

も
育
ち
も
東
大
阪
の
生
粋
の

関
西
人
で
す
。
銀
行
を
皮
切

り
に
生
損
保
会
社
、
運
送
会

社
、
製
造
業
で
営
業
の
ほ
か
、

与
信
管
理
、
財
務
経
理
、
総

務
人
事
業
務
を
担
当
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
山
あ
り

谷
あ
り
困
難
あ
り
。
し
か
し
、

出
会
っ
た
人
に
も
恵
ま
れ
と

て
も
運
の
い
い
人
生
を
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

様
々
な
経
験
を
生
か
し
て
当

社
が
更
に
大
き
く
羽
ば
た
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
座
右
の
銘
は
「
す

べ
て
物
事
は
落
ち
着
く
べ
き

と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
」
で
す
。

努
力
を
し
た
こ
と
は
努
力
を

し
た
だ
け
の
結
果
が
必
ず
出

る
。
逆
も
し
か
り
。
年
は
そ

こ
そ
こ
い
っ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
努
力
し
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
６
月
１
日
に
天
彦
産
業
の
新

入
社
員
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は

彦
友
会
だ
け
で
な
く
、
各
委
員
会
の
委
員
長

と
一
緒
に
企
画
か
ら
実
行
ま
で
を
進
め
ま
し

た
。
例
年
と
は
違
っ
た
や
り
方
で
新
入
社
員

を
歓
迎
し
た
い
と
い
う
事
で
、
な
ん
ば
パ
ー

ク
ス
屋
上
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
ら
ど
う

か
と
提
案
が
出
ま
し
た
。
夏
限
定
で
星
空
を

望
み
な
が
ら
焼
肉
が
で
き
る
店
で
、
今
ま
で

に
な
い
新
鮮
な
店
と
い
う
事
で
、
皆
意
気
投

合
し
段
取
り
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
た
だ

食
べ
る
だ
け
は
面
白
く
な
い
の
で
、「
新
入
社

員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
を
や
ろ
う
と
企
画
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
当
日
、
社
員
は
現
地
集
合

と
い
う
事
で
私
は
先
に
現
地
に
行
き
ま
し
た

が
、
現
場
を
見
て
違
和
感
を
覚
え
ま
し

た
。
な
ん
と
、
座
席
の
配
置
が

下
見
の
時
と
変
わ
っ
て
い
た
の

で
す
。
急
遽
座
席
の
配
置
を
修

正
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
が
、

人 事
自己紹介

社
員
の
み
な
さ
ん

に
も
協
力
い
た
だ

い
て
何
と
か
無
事
に

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
本
当
に
焦
り
ま
し
た
…
）

　

食
事
で
は
皆
で
楽
し
く
歓
談
し
、
楽
し

い
雰
囲
気
の
中
で
進
行
し
ま
し
た
。
企
画
し

て
い
た
「
新
入
社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
時

間
で
は
、
担
当
の
貴
瀬
君
が
楽
し
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
よ
く
食
べ
て

飲
ん
で
、
新
入
社
員
歓
迎
会
は
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
、「
新
鮮
な
感
じ

で
よ
か
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
を

た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。
新
た
な
試
み
で

新
入
社
員
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
本
当
に
達

成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す！

平成 30 年７月 28 日 誕生

小林 桜
さ

空
ら

 ちゃん

女の子の父親になりました。
嬉しい限りです。責任と喜
びを持って見守りた
く思います。

平成 30 年９月 13 日 誕生

末永 裕
ゆう

安
あん

 くん

2018 年９月 13 日に二男
が生まれました。おおらか
で心が広く豊かな子になっ
てほしいと願い「裕」の
字と妻と出会った街西安の
「安」を取り、裕安と名付け
ました。４人の兄弟姉妹仲
良く成長してくれると信じ
ています。

平成 30 年９月７日 誕生

藤原 安
あ

寿
ず

 ちゃん

９月 30 日が予定日で
したが、緊急帝王切開
手術にて女の子が誕生
しました。逆子で早産
でしたので、心配して
いましたが小さいです
が、元気な赤ちゃんで
す。健やかな成長を
祈っています。

平成 30 年 10 月８日 誕生

木村 美
み

晴
はる

 ちゃん

36 週と４日間、お腹の中でス
クスクと成長し元気な姿で誕生
してくれました。入院中の緊急
帝王切開手術での出産となり、
とても不安でしたが小さいなが
らも一生懸命うぶ声をあげてい
る我が子に感動し涙がとまりま
せんでした。私達のもとに誕生
してくれてありがとう♡

生
誕
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「世の中から必要とされる企業、
社員であり続ける」

　

弊
社
は
新
潟
県
三
条
市
の
地
で
特

殊
鋼
、
普
通
鋼
、
表
面
処
理
鋼
板
、

ス
テ
ン
レ
ス
等
を
自
動
車
、
作
業
工

具
、
農
業
用
部
品
、
建
築
、
刃
物
な

ど
様
々
な
用
途
の
お
客
様
に
素
材
や

二
次
製
品
、
三
次
製
品
な
ど
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
天

彦
産
業
と
は
、
兄
弟
会
社
と
し
て
運

命
共
同
体
的
な
関
係
を
構
築
し
、
共

に
成
長
、
発
展
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　

弊
社
は
1
9
0
7
年
（
明
治
40
年
）

６
月
に
創
業
、
今
年
で
1
1
1
年
目

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
初
代　

野
水

平
七
に
よ
り
野
水
平
七
金
物
問
屋
よ

り
鉄
鋼
販
売
問
屋
に
転
向
個
人
事
業

と
し
て
野
水
平
七
商
店
を
開
業
、
明

治
、
大
正
、
昭
和
の
戦
時
下
も
経
験

し
、
三
代
目
が
会
社
を
設
立
さ
せ
、

四
代
目
そ
し
て
五
代
目
が
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

弊
社
の
企
業
理
念
「
企
業
経
営
を

通
じ
社
員
の
幸
せ
と
企
業
の
発
展
で

社
会
に
貢
献
す
る
」
で
す
。
社
員
満

足
、
顧
客
満
足
、
技
術
革
新
、
社
会

貢
献
企
業
を
目
指
し
、
働
き
や
す
く
、

遣
り
甲
斐
も
あ
り
、
御
家
族
の
方
々

か
ら
も
応
援
を
頂
け
る
会
社
を
目
標

に
「
お
互
い
さ
ま
」
の
風
土
を
根
付

か
せ
る
こ
と
に
拘
り
を
持
ち
「
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
企
業
」
を
目
指
し
常
に
挑

戦
し
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
（
平
成
20
年
）
に
創

業
1
0
0
周
年
記
念
旅
行
を
天
彦
産

業
樋
口
相
談
役
ご
夫
妻
、
樋
口
社
長

ご
夫
妻
、
小
生
の
両
親
、
社
員
と
社

員
家
族
の
方
々
の
ご
参
加
を
頂
き
、

沖
縄
の
恩
納
村
、
谷
茶
ベ
イ
に
て
記

念
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
な
ん
と
恩
納
村
も
村
立
1
0
0

周
年
と
の
こ
と
で
感
激
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
あ
れ
か
ら
10
年
、

今
年
1
1
0
周
年
の
祝
を
今
回
は
お

客
様
は
お
招
き
せ
ず
、
社
員
だ
け
で

の
旅
行
を
東
京
の
台
場
で
企
画
実
施

し
ま
し
た
。
社
員
の
み
で
の
実
施
目

的
は
先
人
の
諸
先
輩
た
ち
に
精
一
杯

の
感
謝
を
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
中
で

思
い
切
り
楽
し
も
う
が
テ
ー
マ
で
し

た
。
普
段
見
れ
な
い
笑
顔
が
沢
山
あ

り
感
激
の
中
で
の
旅
行
に
な
り
ま
し

た
。

　

天
彦
産
業
と
の
関
係
は
先
代
の
会

長　

樋
口
彦
三
郎
氏
と
弊
社
三
代
目

野
水
敬
次
郎
と
の
出
会
い
が
最
初
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
相
談

役
樋
口
克
彦
氏
、
弊
社
四
代
目
の
野

水
慎
一
に
引
継
が
れ
、
昭
和
50
年
頃

弊
社
に
最
大
の
ピ
ン
チ
が
訪
れ
ま
し

た
。
当
時
の
社
長
同
士
で
の
経
営
努

力
と
様
々
な
方
々
の
協
力
を
得
て
ピ

ン
チ
を
乗
り
越
え
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
直
近
10
年
は
事
務
所
の
建
て

替
え
や
人
材
も
大
き
く
変
化
し
社
員

平
均
年
齢
も
急
激
に
下
が
り
、
女
性

社
員
を
中
心
に
業
務
以
外
の
活
動
が

盛
ん
に
な
り
、
社
風
が
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
周
り
の
方
々
か
ら

の
評
価
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る

の
を
実
感
し
ま
す
。
社
員
を
一
番
に

考
え
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
環
境
を

整
え
て
い
っ
た
の
が
、
今
の
結
果
に

至
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

毎
月
変
わ
る
玄
関
の
飾
り
は
女
性

社
員
た
ち
の
手
作
り
、屋
上
の
畑
（
野

水
農
園
）
で
育
っ
た
食
材
で
、
女
性

社
員
の
手
作
り
料
理
、
社
員
の
名
刺

も
女
性
社
員
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ

ン
、
毎
月
発
行
し
て
い
る
野
水
マ
ガ

ジ
ン
、
正
月
の
お
年
始
も
手
作
り
ア

イ
デ
ア
商
品
等
、
全
て
手
作
り
が
基

本
の
ア
ナ
ロ
グ
で
す
。
こ
こ
に
社
員

の
気
持
ち
、
心
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
と
し
て
も
社
員
に
感
謝
す
る

べ
く
、「
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
」

に
認
定
「
イ
ク
メ
ン
応
援
宣
言
企
業
」

に
登
録
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
認

定
、
社
員
の
生
き
甲
斐
、
遣
り
甲
斐
、

そ
し
て
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く

り
、社
員
の
健
康
課
題
の
把
握
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
治
療

と
仕
事
の
両
立
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
、
各
種
保
険
へ
の
加
入
で
社
員

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
御
家
族
の
方
々

に
も
安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

思
い
で
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

先
人
の
諸
先
輩
方
と
歴
代
の
経
営

陣
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
企
業
存
続
と

発
展
で
1
2
0
年
1
3
0
年
を
社
員

と
共
に
目
指
し
て
い
き
た
い
と
強
く

想
い
ま
す
。

株式会社野水鋼鐵店　代表取締役 

武 田　恒 夫
兄弟会社 野水鋼鉄店



て　ん　ひ　こ平成30年11月15日� 第67号　（6）て　ん　ひ　こ

今年のテーマは今年のテーマは

ご参加いただいた皆様、

　　ありがとうございました！

2018

11 月３日 SAT

カーニバ
ル

天晴

2018年11月３日㈯ 文化の日に、天晴カーニバルを開催しました。今年
のテーマは「世界」です。台風21号の影響から開催が危ぶまれましたが、
彦友会を中心に、各委員会で準備を進めて開催の運びとなりました。今
年も多くのご家族の方やお客様に参加して頂き、当日は工作やクイズ大
会、ゲームなど趣向を凝らした企画で、大いに盛り上がりました。ご家
族の方やお客様に楽しんでいただけたのではないかと思います。
ご参加くださった皆様、ありがとうございました。

世界
★ ★

★

★
★ ★

★

★

★
★
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社会人になり、運動とは離れてしまっていましたが、今回の登山を経験して運動や登山の面白さに気付くことができました。

田中

毎年恒例の金剛登山がありました。今回で46回目となりました！登山組、ロー
プウェイ組と分かれて登山開始！きれいな景色を眺めながらの登山でした。
今年初参加の新入社員に感想を頂きました！

2018 年８月 25 日金剛登山

初めての登山で不安もありましたが、
山頂まで行くことができました。坂道
が多く、辛かったですが楽しく登るこ
とができました。

花城

小学生以来の登山だ
ったので登りきるこ

とができるか不

安でしたが、無事登
りきり達成感を味わ

うことができ、

とても楽しい一日と
なりました。冬の登

山も楽しいと教

えて頂いたので今か
ら楽しみです。

岩佐

ゲーム大会で商品get！

みんなで、「ハイ、チーズ☆」

手作り「ドリームキャッチャー」うまく置けるかな…？

天晴カーニバル、今
年も無事に開催出来

ました！



て　ん　ひ　こ平成30年11月15日� 第67号　（8）て　ん　ひ　こ

委 員 長：廣岡
副委員長：宮下
メンバー：上田・谷・伊藤（美）・坂本・樋口（志）・

兼子・榊原・田中

■ 活動方針
『社員が心躍るようなイベントづくり』

社内外に対する広報・情報収集
※社内報（てんひこ新聞）　天晴 e-café（社員ブログ）
歴史保存 他

委 員 長：宮脇　　
副委員長：川野
メンバー：西谷・水田・西・藤本

■ 活動方針
『心身ともにハツラツとした姿になる』

社員の心と体の健康管理・促進
※ラジオ体操　15時リフレッシュ　献血・夏冬登山
　ボーリング大会 他

トキメキ委員会

ハツラツ委員会

委 員 長：末永　　
副委員長：伊藤（一）・　貴瀬
メンバー：佐藤・中井・永山・谷山・岩佐

■ 活動方針
『きらめく（輝いている）社員を増やす』

社員が自分の好きな事や得意な事を発信できる機会を
提供する
※きらめき通信　ヒラメキ図書館　新イベント企画　他

ヒラメキ委員会

委 員 長：小林（太）
副委員長：藤田
メンバー：中居・柴田・竹中・高田・花城・脇本・三木

■ 活動方針
『セーフティーファーストの意識浸透』

安全を意識するきっかけづくりや美化 + 業務効率の向上
※ BCP 活動　断捨離タイム　花壇　交通安全　安全啓発ビデオ 
他

スッキリ委員会


